
【参考】令和７年産水稲の生産状況 

 

農林水産省によると、広島県における令和７年産の主食用米の作付面積は、

前年度に比べ100ha増加しました。 

10a当たり収量は529kgとなり、前年産に比べ14kgの増加となりました。

作柄表示地帯別では、北部512kg、南部557kgとなりました。 

また、広島県の作況単収指数は104となり、北部は102、南部は109となり

ました。 

 

１　広島県10a当たり収量の推移　（単位：㎏） 

（農林水産省）

 

 

 

 

４　経営規模別作付面積 

 

２　10a当たり収量及び作況指数 

（農林水産省） 

 

３　等級比率　　　　　　　　　　（単位：％） 

（JAひろしま、JA広島市提供）

 R3 R4 R5 R6 R7

 
522 530 535 526 529

 
経営規模 戸数

作付面積
（ha）

 
30ha超 7 303 

 20～ 
30ha

13 311 

 10～ 
20ha

32 481 

 ５～ 
10ha

20 144 

 
3～5ha 20 78 

 
1～3ha 160 238 

 
0.5～1ha 363 250 

 
0.5ha未満 753 197 

 
計 1,368 2,002 

 地帯別 収　量 作況単収指数

 
広島県 529 ㎏ １０４

 
北部 512 ㎏ １０２

 
南部 557 ㎏ １０９

 
等級 芸北 大朝 千代田 豊平

 
1 等米 61.5 92.7 91.4 91.3

 
2 等米 25.5 6.3 8.6 8.6

 
3 等米 13.0 0.9 0.0 0.1

 
規格外 0.0 0.0 0.0 0.0


